
１．活動の目的
本小委員会は、成長都市を抱えるアジア諸国
では、国境を跨ぐ国際的な問題を解決するため
に、グローバルな視点に立脚した高度専門教育
と人材育成の推進が喫緊の課題である。そこで、
本小委員会では、ローカルな実践に関与しなが
らも、グローバルな視点を持つ人材を育成するた
めに必要な要素技術を体系化し、アジア都市に
おける国際教育プログラムを開発するとともに、
学会の「場」を活用した国際ネットワークを形成さ
せることにより教育プログラムの普及を目指すこと
を目的としている。

２．委員会の組織
主査：趙 世晨（九州大学）
幹事：辛島一樹（豊橋技術科学大）、委員他9名

３．活動内容
◆2019年度：委員会2回

国際シンポジウム1回
国連ハビタット関連イベント1回

◆2020年度：委員会2回
海外連携大学会議2回
国内協力者会議1回

４．活動の成果と評価
・ INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON CITY 
PLANNING AND ENVIRONMENTAL 
MANAGEMENT IN ASIAN COUNTRIES (AURG 
2019) Chung-Ang University, Seoul, Korea. 
上記のシンポジウム参加者数105名で、論文集及
びアブストラクト集を作成した。
・国連ハビタットが提唱しているUrban Thinkers
Campusは2019年12月、日本で初めて開催され
（福岡にて）、小委員会のメンバーはアドバイザー
やコメンテーターとして参画した。
・2019年度では、国際会議や小委員会などの場
で、国内外におけるこれまでの都市計画教育の
国際化に関わる内容、実施実績などの情報を共
有し、当初の目的は概ね達成した。
・2020年度では、委員や海外連携大学の関係者
と次年度遠隔による教育プログラムの内容及び
実施時期・方法などについて協議した。しかしな
がら、コロナ禍の影響で当初予定していた国際
会議議やセミナーの開催は断念せざるを得な
かった。

５．今後の展開
遠隔システムを構築し、計画を確実に遂行

アジア都市グローバル人材育成小委員会 主査：趙 世晨
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◆International Symposium on City Planning and Environmental 

Management in Asian Countries, Seoul Korea, Nov. 1-4, 2019

~Asian Urban Design for the Next Generation~
上記のシンポジウムを共催し、参加者数105名で、論文集及びアブストラクト集

を作成した。
Keyword: URBAN RENEWAL, PLANNING AND CITIZEN, URBAN 

TRANSPORTATION, URBAN HISTORY,URBAN HERITAGE, ETC.
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◆ Urban Thinkers Campus at Kyushu University, Dec. 19-20, 2019

~Sustainable Small Urban Centers~
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国連ハビタットが提唱しているUrban 
Thinkers Campusは、2019年12月日本で初
めて開催され（福岡にて）、本小委員会
のメンバーはアドバイザーとコメンテー
ターとして参画した。また、小委員会を
開催し、海外連携大学関係者と今後実施
予定の教育プログラムの内容や実施方法
について協議した。


